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ちゅっちゅこっこの会（幼児）

文化の日

金町教会訪問（5才）

ちゅっちゅこっこの会（乳児）

幼児誕生会

１７１災害伝言板

乳児誕生会
ちゅっちゅこっこの会（幼児）
０才児検診

クリスマス会合同練習

勤労感謝の日

PPD

クリスマス会合同練習

ポニー活動

ちゅっちゅこっこの会（乳児）

★印の日は、どなたでもご自由に参加いただけます
（予定は変更になる場合があります）
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　世の中はまだ落ち着きませんが、季節は巡り、今年も実りの
秋、読書の秋がやってきました。保育園の子ども達は絵本や
素話等お話が大好きです。
　
　子ども達にとって絵本を読んでもらうという体験は何をもたら
すのでしょうか？赤ちゃんの時なら、何より触れ合う喜びでしょ
う。大人の温もりを感じながら読んでもらう絵本は格別です。
　そして子ども達は、絵本や物語などに登場する事物や話の
展開、言葉の響きなどを大人と一緒に楽しんだり、ごっこ遊び
などの中で言葉のやり取りをしたりする経験を通して、言葉の
意味するものや、話されたことの内容を徐々に理解するように
なり、ことばで伝え合うことの喜びや言葉により心を通わせる楽
しさを味わっています。
　
　又絵本を通して想像力も養っていきます。想像力は人間に
のみ与えられた宝物です。相手の気持を思いやることも出来
れば、現実に存在しなくても、あたかもいるように思えるのも想
像力です。幼いうちから言葉のある生活を大切にしていきたい
ですね。絵本もまた、生活や遊びを豊かに子どもの生きる力を
支えてくれるはずです。
　
　毎日の生活に追われてる中ですが、読書の
秋に、絵本を読んでお子さんと一緒に新たな
発見や触れあいを楽しんでみては如何で
しょうか。
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 お誕生日おめでとう

あやりちゃん

６才おめでとう

５才おめでとう

４才おめでとう

３才おめでとう

けいいちろうくん

そうたくん

２才おめでとう

1才おめでとう
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風の子便り
社会福祉法人のゆり会　たかさご保育園
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　園庭遊びでの出来事です。園庭の登り棒の頂上から滑っ
て降りたいＡくん･･･今までも何度か挑戦をしていましたが、も
う一歩を踏み出せないでいました。

　登り棒の1番上に立ち、下を眺め、やってみようか迷ってい
る様子のA君を見つけたB君
Ｂ君：「Ａく～ん！ さいしょに あかいところをつかんで
　　　　そのあとにあしをかけると こわくないよ！」
Ｃちゃん：「Ａくん がんばれ～！」
Ｂくん：「そうそう！ あとはすべるだけ！」
　B君のアドバイス通り、登り棒の上から滑って降りることがで
きたＡくん。降りてきた瞬間、満面の笑みを浮かべＢくん、Ｃ
ちゃんと大喜びをしていました。

　諦めずに頑張ろうとするＡくんの気持ち、その姿を見て降り
方を教えてくれたＢくん、応援してくれたＣちゃん。子ども同士
の心のつながりを強く感じた温かい場面でした。自信がつい
たＡくんは、その後は何度も何度も繰り返し頂上から滑って
いました。

防災訓練　予告なし訓練について

お芋掘りに行って来ました
　今年もひつじ、ぞう組（4.5才児）の子ども達は、毎年恒例
のお芋掘りに行ってきました。例年は公共交通機関を利用し
て出かけていますが、感染対策の為、今年は貸し切りバスに
乗って行ってきました。久し振りの遠出にバスの車窓を楽し
む子ども達でした。
　お芋掘りは松戸市「小川園」さんで掘らせていただいていま
す。当日は農園の方が、子ども達が掘りやすいように、なが
～いつるを切っておいて下さいます。畑に到着し、お世話の
お礼をした後、早速自分達の株に案内され、土からお芋を
掘り出します。おいもがゴロゴロ～「みてみて～」「でてきたよ
～」子ども達の歓声が広い畑に響きました。持参したリュック
に一人３個ずつ入れてお家のお土産に持ち帰りました。

たかさごの教育（人との関わり）　　第７回
　
　季節が秋から冬へと移り変わる中、同じようにひつじ
組（4才児）の子ども達も成長の姿を見せています。
　風の子広場の練習を行なうことを通して、多くのことを
感じた子ども達の姿がありました。広場で披露したス
キップ・大縄跳び・棒跳びは、一人ひとりそれぞれ苦手
としていた部分がありました。練習する中では、上手く出
来なくて悔しかったり恥ずかしかったり、時には「れんしゅ
ういやだなぁ」と億劫な気持ちも見られていましたが、そ
んな気持ちを変えたのは子ども達同士でした。
　日々、練習を重ねる中で、周りのお友達からの応援を
受けて“もういちどやってみよう”と気持ちを強く持ち、諦
めずに挑戦していく姿へと変わっていきました。大人か
らの言葉や援助も必要でしたが、何より、いつも仲良し
なお友達からの言葉や認められる気持ちが自信へと繋
がっていたように感じます。
　一人で頑張ったのではなく、みんながいたから出来た
ひつじ組の発表でした。
　一人ひとりがキラキラと輝けるような経験を重ね、仲
間といることの心地よさが感じられる集団作りをこれから
も目指していきます。

 ひよこ２組（０才）です　こんにちは！ こどものつぶやき　 ぞう組（５才）
　
　つたい歩きやハイハイなど体を動かして遊ぶことを楽
しんでいるひよこ２組の子どもたち。お友達と過ごしてい
る中で、足並みを揃えて一緒につたい歩きをしていた
り、なんとなく同じ場所で過ごしたり遊んだりすることを楽
しんだりと、保育者との関わりだけでなく、お友達を意識
した関わりも見られるようになってきました。

　特に、「いないいないばあ」遊びが子ども達のお気に入
りです。隠れたところから顔を傾け「ばあ！」とすることを
楽しみ、「いないないばぁ～」の後にお友達と目を合わ
せ微笑み合う姿が見られています。
　
　子ども達それぞれに、様々な表情・表現の
仕方があり、遊びの中でたくさん楽しい発見を
しながら過ごしています。

　今後の防災訓練は、「予定表」に記載されない「予告なし
訓練」となります。災害はいつあってもおかしくない状況で
す。職員へも日程は伝えていません。子ども達を守るため、
緊急時の臨機応変の行動の為の訓練を行います。
 保護者の皆様へは、予告なく「引取りｶｰﾄﾞの提示」をお願い
致しますので、今一度、カードの名前を確認の上、常時携帯
いただきますようお願い致します。

ぞう組
お芋～出てこ～い！

ぞう組
大きいおイモが 掘れました！

ひつじ組
順番にえらびました。

ひつじ組
みんなでお芋掘ったよ～！

ぞう組
バスに乗って行きました。


